
「南海トラフ地震臨時情報」等の提供開始

気象庁では、南海トラフ沿いの大規模地震の発生が平常時と比べて相対的に高まったと評価され
た場合等において、「南海トラフ地震臨時情報」や「南海トラフ地震関連解説情報」を発表します。

情報の種類と発表条件

情報名 キーワード 情報発表条件

南海トラフ地震臨時情報

※防災対応がとりやすいよう
キーワードを付して情報発表
します

（調査中）
観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模
な地震と関連するかどうか調査を開始した場合、
または調査を継続している場合

（巨大地震警戒）

巨大地震の発生に警戒が必要な場合

※南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界
においてＭ8.0以上の地震が発生したと評価した場
合

（巨大地震注意）

巨大地震の発生に注意が必要な場合

※南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界
においてＭ7.0以上Ｍ8.0未満の地震や通常と異な
るゆっくりすべりが発生したと評価した場合等

（調査終了）
（巨大地震警戒）、（巨大地震注意）のいずれに
も当てはまらない現象と評価した場合

南海トラフ地震関連解説情報

○観測された異常な現象の調査結果を発表した後の状況等を発表する
場合

○「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会合における
調査結果を発表する場合（ただし臨時情報を発表する場合を除く）

現象発生
南海トラフの想定震源域
またはその周辺で

Ｍ6.8程度以上の地震が発生

南海トラフの想定震源域の
プレート境界面で

通常とは異なるゆっくり
すべりが発生した可能性

５～30分後 気象庁が「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」を発表

１～２時間後
有識者からなる「南海トラフ沿いの地震に関す
る評価検討会」を開催し起こった現象を評価

（★）（★）調査が２時間程度以上
に及ぶ場合等において、調査
の継続状況を「南海トラフ地
震臨時情報（調査中）」によ
り複数回発表することがある

プレート境界
のＭ８以上の

地震

左の条件
を満たさ
ない場合

Ｍ7以上の
地震

ゆっくり
すべり

（最短）
２時間後

南海トラフ地震
臨時情報

（巨大地震警戒）

南海トラフ地震
臨時情報

（巨大地震注意）

南海トラフ地震
臨時情報

（調査終了）

政府の呼びかけに応じて地方公共団体、企業、住民等が防災対応を実施

※内閣府「南海トラフ地震の
多様な発生形態に備えた防
災対応検討ガイドライン【第
１版】」の図を修正

「南海トラフ地震臨時情報」発表の流れ

資料４【高松地方気象台】
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想定震源域及び監視領域（参考）

想定震源域内（科学的に想定される最大規模の南海トラフ地震の想定震源域（中央防災会議、
2013））のプレート境界部（図中赤枠部）と監視領域（想定震源域内および想定震源域の海溝
軸外側50km程度：図中黄枠部）
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